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｢万葉けまり｣ について
―飛鳥・奈良時代の蹴鞠再現に関する報告―
元 塚 敏 彦
写真１は, 平成年月日東大寺において営まれた東大寺光明皇后千二百
五十年御遠忌法要慶讃行事 ｢蘇る 『万葉けまり』｣ の様子を示すものである.
華やかな色彩を施された飾り物や無数の散華が大空に舞う華やかな中で厳かに
法要行事が行われた. 報告者は, その記念法要の行事の一つとして行われた





として, ＮＰＯ法人 ｢奈良世紀フォーラム｣ が飛鳥, 奈良時代に写真１のよ
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写真１ 現在, 蹴鞠といえば写真２のような平安時代の服装によるものが紹介されてい




















紀フォーラムホームページより 写真３ 平成22年11月３日, 談山神社 (奈




ここでは, ｢万葉けまり｣ の報告に先だって, まず不明な点が多いとされて

















中国漢より伝来したとされている. 後漢書に ｢高句麗人は囲碁, 投壷を好み




あそびわざは, 小弓 (コユミ). 碁 (ゴ). さまあしけれど鞠 (マリ) もをかし.
遊戯が行われていたとされている.
ウ 日本における蹴鞠










この研究は, 漢代の墓石, 石棺, 石闕などの装飾である画像石の蹴鞠画像が





三年 (西暦年) 正月の条に法興寺 (年創建, 日本最古の寺とされ, 現在
は飛鳥寺) の広場で ｢打毬 (ダキュウ)｣ の最中に中大兄皇子の靴が脱げ, 中
臣鎌足が拾い上げたことで二人が急激に親しくなったことが記されている.
(資料２)
この ｢打毬｣ については２つの解釈があるとされている. １つは蹴鞠のよう
に足で鞠を蹴ったという説, 他は現在のポロのように鞠をスティックで打った











されている ｢打毬｣ は, 文献上わが国最古の蹴鞠ではないか, また, わが国に
おけるサッカーのルーツとして考えてよいのではないかと思われる.
日本書紀の記述から蹴鞠の始まりを飛鳥時代と推察したが, その様式や服装
については, それらを示す文献等がない. ｢靴が脱げた｣ という記述から当時
の蹴鞠の様式や服装を推測すると, 結構激しい動きがあり, 勢いよく足を振っ
た (蹴る) と思われる. さらに ｢古今著聞集｣ (資料３) に ｢二六陣｣ とある
ように八人を一団として, 両団が相対する様式ではなかったかとも思われる.




















｢本朝月令｣ (ホンチョウガツレイ) は, 朱雀天皇朝 (	年～
年) 惟宗公
式によってまとめられたもので, 年中行事の起源や沿革, 内容を纏めた現存最






事に大宝元年五月五日に ｢蹴鞠｣ の記述がみられる. また, 承和元年五月七日
には ｢打毬｣ の記述もみられる９).
資料４ ｢本朝月令｣ にみる蹴鞠)
以上のように ｢古今著聞集｣ と ｢本朝月令｣ から年には蹴鞠が行われて
いたことが明らかにされている. しかし, これらの ｢蹴鞠｣ や ｢打毬｣ が現在




國史云. 大寶元年五月五日. 奏蹴鞠. 令五位已上出走馬. 神亀四年五月五日. 天
皇御南野. 觀餝騎射. 中略
承和元年五月四日 ・・略・・七日. 亦御同殿. 令四衞府騁盡種々馬藝及打毬之態.
という記述の前後に騎馬や騎射などの文字が多く, 騎乗して毬を打ったのでは
ないかという説を捨て去ることも難しい. 報告者は ｢蹴鞠｣ と ｢打毬｣ の２つ
の形があったのではないかとも考えている.
｢本朝月令｣ については, 本学清水潔文学部長が ｢本朝月令と政事要略の編












(ア) 中国の蹴鞠の歴史は紀元前年以上前の斉 (戦国時代) での軍事訓練
にさかのぼる.



















ここに紹介される蹴鞠の歴史内容は以下の (ア) ～ (オ) のようである.
(ア) 蹴鞠が年代, 仏教などと共に中国より日本へ渡来した.
(イ) 中大兄皇子が法興寺で ｢鞠を打った｣ 際のエピソード.
(ウ) ｢鞠を打つ｣ ＝蹴鞠と解釈されたのは, ｢今昔物語｣・｢蹴鞠口伝集｣ など
の後世の著作である.
(エ) ｢鞠を打つ｣ ＝打鞠 (打毬) すなわち今日のポロのような競技であった
可能性がある.












以上, (１) 蹴鞠の歴史に関する研究, (２) 蹴鞠が記述されている古文書,
(３) 蹴鞠の紹介文 から平安時代以前の蹴鞠の歴史をまとめると, ①日本の
蹴鞠は中国の夏・殷時代または漢時代を起源とする蹴鞠 (打鞠) が大陸文化の
伝来とともに伝えられた. ②遅くとも大宝元年には宮中の公式行事として行わ




この報告は, 蹴鞠の歴史を追求するものでなく, ｢万葉けまり｣ の報告であ
る. 従って平安時代から明治時代の蹴鞠の歴史については, 渡辺) が享受者層,
組織, 行事, 技術, 用具, 装束, 社会的認知などに即して６期に分けて示す
｢歴史のなかの蹴鞠｣ (資料５) の一部を紹介することにとどめ, 蹴鞠の歴史の
詳細は同氏の ｢蹴鞠の研究｣ に任せたい.
資料５ 平安時代から明治時代における蹴鞠の歴史 (概略)
① 初期, 公家鞠成立以前 (世紀以前)
② 貴族社会の行事として鞠会成立, 故実の蓄積, 蹴鞠道の成立 (世紀～世紀前半)
③ 貴族社会での鞠会盛行と文化的地位の向上. 鎌倉時代の武家社会で蹴鞠受容, 武家
鞠行事定着. (世紀～世紀)
④ 全国の武士に普及, 室町幕府での武芸化, 蹴鞠が武士の教養の一つになる. 飛鳥井
家の蹴鞠伝授制度が始まる. 近世的蹴鞠装束定着 (世紀末～世紀)
⑤ 蹴鞠の ｢遊芸｣ 化・町方・村方への普及 (地下鞠の普及), 飛鳥井家免許権独占,
装束式目制定, 鞠垣の一般化, 鞠の十徳. (世紀～世紀)
⑥ 近・現代, 蹴鞠保存会による維持. 地下鞠消滅.
２ ｢万葉けまり｣ の紹介
(１) ｢万葉けまり｣ の再現にむけて
｢万葉けまり｣ は, 古都の活性化などに取り組むＮＰＯ法人 ｢奈良世紀フォー
ラム｣ (理事長, 森本公誠・東大寺長老) によって日本で最も古い飛鳥時代の
蹴鞠を推定復元されたものである. ｢万葉けまり｣ の様式, 技術, 場所, 用具,
｢万葉けまり｣ について
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装束などの紹介のまえに, ｢万葉けまり｣ が再現される経緯について ｢奈良
世紀フォーラム｣ のホームページから報告しておきたい.
｢万葉けまり｣ の再現は, 年, スポーツジャーナリストでサッカーに造
詣の深い賀川浩氏 (年８月日, 年８月日日本サッカー協会 ｢日本
サッカー殿堂｣ 入り) から ｢現存する平安時代から京都に残る公家の蹴鞠とは
別に, 我が国最古の宮都が営まれた奈良飛鳥の地で行われたとされる ｢打毬｣
を創作, 復元してはどうか｣ という提言を受けていたことや, 年, 東京大
学教授 浅見俊雄氏 (当時日本サッカー協理事), 東京大学名誉教授 渡辺
融氏, 倉井三郎氏, 福嶋重博奈良県サッカー協会理事長が談山神社に参詣した













石橋馨一 (当時フォーラム理事長) 賀川 浩 (スポーツジャーナリスト)
猪熊兼勝 (現京都橘女子大学名誉教授) 渡辺 融 (東京大学名誉教授)
元塚敏彦 (当時 奈良県教育委員会) 倉井三郎 (フォーラム蹴鞠担当)
高岡幸雄 (当フォーラム) 大辻康夫 (当フォーラム)
福嶋重博 (当フォーラム・当時奈良県サッカー協会会長)
② ｢万葉けまり｣ 再現の前提
｢万葉けまり｣ を再現するにあたって, どのような様式の蹴鞠にするか, そ
の前提について以下のことが確認された.
ア ｢万葉けまり｣ が行われた時代
｢万葉けまり｣ として再現する蹴鞠は, 図１の太枠に示される ｢中大兄皇子
が参加した蹴鞠｣, つまり飛鳥時代, 奈良時代の蹴鞠であること.
図１ ｢万葉けまり｣ の時代設定





























鞠場は鞠庭 (マリニワ)・鞠懸 (マリカガリ) とも呼ばれる. 鞠場の大きさ





















































この線は実際にはひかれていない 縄 竹 (約～ｍ)
★
	ｍ ｍ 	ｍ ｍ
ｍ
ＢＡ Ｃ
☆ ☆ ★主審 (太鼓)､ ☆副審は鉦 (かね)
(２) 競技人数
① 公家鞠 ８人 (対戦ではなく８人で鞠をつく回数や技に挑む)






鞠水干 (マリスイカン, 上着) と鞠袴 (マリバカマ)




写真５は, 現在, 蹴鞠保存会で鞠足によって使用されている沓 (クツ, ｢靴｣
とは記されない) である. 平安時代の沓でないことは明らかである. 談山神社











































乱れることはない. 帯は黒色の木綿製, ズボンは白地の化繊であった. 木綿の
ない時代であったので, 上着同様の生地でなかったかと推測される. しかし,





























いたため, 赤チームがいつも上座 (大仏側, 神社であ
れば御神体側, サッカー場であればセンターライン側)
に位置する. (報告者は青色のユニフォームを着用)
(５) 競技 (遊び) 方法
① 公家鞠
ア 競技者等の配置
右足のみで約１丈５尺の鞠長 (マリタケ, 高さ) に鞠を地面に落とすことな
く蹴り続ける. 一人の鞠足が続けた後, 次の鞠足にパスを送り, 受けた鞠足が
同様に続ける. ８人でできるだけ多くの回数を蹴上げ続けることが目的であっ
た. 蹴上げた回数を数 (カズ), 正式に数えることは数鞠 (カズマリ) と呼ば
れ, このような蹴鞠の様式も ｢数鞠｣ と呼ばれた. 蹴鞠にはこのような勝敗の
ないものだけでなく, 勝敗を争うものもあった. ２チームに分れ, 予め回数を
決めた試技内で最高回数の多い方を勝ちとする ｢勝負鞠｣ (ショウブマリ) と












審判は中央に位置し, ３名で構成され, 正式には中央の主審は太鼓, 左右の
副審は鉦 (かね) を持つ. 競技の開始と終わりは主審の太鼓が合図となる.
主審は競技の進行と得点計時を担当する.






受けた鞠足が２回以上 (※１) 連続して鞠操作を続けた場合, または２名の鞠
足が鞠を操作すれば, 相手のコートに蹴りこむことができる. 一人の競技者が






































もう一つの蹴鞠の楽しさは, 期待感に関わったものである. スポーツ, 特に
























めには, 蹴り面部を柔らかく, 広くすることである. これには胸部での操作,










うかは, 相手陣地からの鞠をいかに操作できるかにかかっている. さらに, 蹴
鞠を楽しむためには, いかに打突面を広く柔らかくするかといこうことに加え
て技能に裏付けられた勇気が必要であることも忘れてはならない.
イ 味方に鞠を送る (パス) 技術と相手陣地に鞠を蹴り込む (シュート) 技術
まず, 鞠の蹴り方について ｢公家鞠｣ では, 鞠を真っ直ぐ上方に丈ぐら
いの高さ (鞠長：マリタケ) に蹴るのがよいとされている. このような高さに
真っ直ぐ蹴り上げることは ｢直に上げる｣ または ｢うるはしく上げる｣ と呼ば
れていた. また, 一人の鞠足が他の鞠足に鞠を送るまでに蹴る回数は３回がよ
いとされ, このような鞠操作は ｢一段三足｣ と呼ばれていた. 具体的には１回
目の蹴り (鞠操作) で飛んできた鞠の勢いを吸収する. ２回目で自分の技量を
示すために ｢直ぐに上げ｣, ３回目で他の鞠足に鞠を送るという, ３回である.
これを強弱で表すと ｢弱・強・弱｣ になり, ｢公家鞠｣ ではこのような操作リ
ズムを ｢甲乙に蹴る｣ と呼ばれていた.
以上のような ｢公家鞠｣ の蹴り方は ｢万葉けまり｣ においても求められる技
術である. ｢万葉けまり｣ を鞠足として, それも ｢名足 (メイソク) ＝名人｣
として楽しむためには ｢一段三足｣ や ｢甲乙に蹴る｣ の鞠操作の習得に励む必
要がある.













り｣ を ｢名足｣ として楽しむためには, ぜひこの技術を身に付けてもらいたい.
５ ｢万葉けまり｣ の主な活動 (奈良世紀フォーラム)




平成年６月 日韓ワールドカップイベント (神戸市) に参加
平成年月 大仏開眼年に奉納 (大仏殿北庭)
平成年４月 橿原神宮大例祭 (神武さん) 奉祝行事に参加











平成年月 平城遷都年祭 (平城京跡) 参加














この疑問を解決する糸口を蹴鞠の歴史を調べる中で ｢日々是好日｣) や ｢身
体教育の思想｣) , ｢蹴鞠の研究｣) にみることができた. これらに共通する見






















いる. また, 岡部平太は ｢鞠を蹴る公卿達のことを京都の人は ｢鞠阿呆｣ と呼
んで半ば軽蔑した｣) と紹介している. このような競技性がなく, のんびりと
して, 軽蔑の対象ともなっていた蹴鞠が軍隊で受け入れられるはずがなかったの
である.
一方, ベースボールは, 相手に向かって力一杯投げ, それを道具を使ってこ
れまた力一杯打ち返す, そして相手の守備網を打ち破り (抜き), 進塁 (進撃)
するという, まさしく当時の社会がめざしていたものを競技様式の中に持って
いたのである. そのためベースボールは, 日本にまったく存在しなかったにも




たのである. 現在見ることができる ｢蹴鞠｣ は, 明治年明治天皇御下賜金に
より結成された蹴鞠保存会による奉納蹴鞠である. もし, 蹴鞠が日本に存在し
なかったら, 日本のサッカーはどうなっていたであろうか, また, 蹴鞠がフッ




以上, 報告者が鞠足として参加した ｢万葉けまり｣ を紹介するにあたり, 公
家鞠を中心とする蹴鞠の歴史, 特に平安時代以前の蹴鞠の歴史を研究や古文書,
現在の蹴鞠紹介などから非常に簡略化した内容にまとめた. 次いで ｢万葉けま





る. そこで, この報告書を作成する過程で考えた ｢蹴鞠｣ の体育の授業への取
り込みについて若干紹介してこの報告のまとめとしたい.
(１) 総合的な学習の時間と ｢蹴鞠｣
｢総合的な学習の時間｣ は, 子どもが各教科や道徳, 特別活動で身に付けた
知識や技能を総合的に発揮して国際理解, 情報, 環境, 福祉・健康などの横断
的・総合的な課題に取り組み, 課題発見解決的資質や能力を身に付けることを








以上から ｢蹴鞠｣ は十分に ｢総合的な学習の時間｣ の学習 (探求) 対象にな
ると思われる.
(２) 体育理論と ｢蹴鞠｣
中学校新学習指導要領解説 (保健体育編) には ｢体育理論｣ 領域の内容とし
て, ① ｢運動やスポーツの多様性｣, ② ｢運動やスポーツが心身の発達に与え
る効果と安全｣, ③ ｢文化としてのスポーツの意義｣ が示されている. ｢蹴鞠｣
を ｢体育理論｣ 領域の学習内容とする場合, ③の ｢文化としてのスポーツの意
義｣ の内容として扱うことができる. ③の内容は, さらに ア－スポーツの文
化的意義, イ－国際的スポーツ大会の意義, 役割, ウ－人々を結び付けるス
ポーツの文化的働き に分けられている. ウの内容目標は, スポーツには民族






今後, ｢蹴鞠｣ を学習課題とした ｢総合的な学習の時間｣ 計画や, ｢蹴鞠｣ を
教材とした体育理論単元の具体的化を進めてみたい.
注
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７) ウイキペディア ｢古今著聞集｣  !
 "" 	   "
８) 西尾光一・小林保治校注 新潮日本古典集成第	回 古今著聞集 下
新潮社 より
９) ウイキペディア ｢本朝月令｣
 ## #$ # 
""
) 神道資料叢刊八 新校本朝月令 清水潔編著%	皇學館大学神道研究
所 平成年３月
) ｢蹴鞠の歴史｣ (文責 蹴鞠保存会)
&'&(()
) ｢蹴鞠｣  ""  
) 白峰神社ホームページ*&&+,(&	()













) 教育思双書７ ｢身体教育の思想｣ 樋口聡著 勁草書房
) 渡辺, 桑山 前掲書 
) スポーツと禅の話 岡部平太著  不昧堂出版 昭和年
) 文部科学省 中学校学習指導要領 東山書房 平成年
) 文部科学省 中学校学習指導要領解説保健体育編 東山書房 平成年
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